
 富士宮市立芝川中学校における「学校いじめ防止基本方針」   

本 方 針 は、 人 権 尊 重 の 理 念 に基 づ き 、 芝 川 中 学 校の す べ て の 生 徒 が 安心 し て

充 実 し た学 校 生 活 を 送 る こ とが で き る よ う 、 い じめ 防 止 等 を 目 的 に 策定 し ま し

た 。  

 １  いじめ問題に対する基本的認識                                    

い じ め 問題 へ の 対 応 は 学 校 にお け る 最 重 要 課 題 の一 つ で あ り 、 学 校 、各 家 庭

が 一 丸 とな っ て 組 織 的 に 対 応す る こ と が 必 要 で す。  

ま た 、 大人 社 会 の パ ワ ー ハ ラス メ ン ト や セ ク シ ャル ハ ラ ス メ ン ト な どと い っ

た 社 会 問題 も 、 い じ め と 同 じ地 平 で 起 こ り ま す 。  

し た が って 、 い じ め 問 題 は 、心 豊 か で 安 全 ・ 安 心な 社 会 を い か に し てつ く る

か と い う、 学 校 を 含 め た 社 会全 体 に 関 す る 国 民 的な 課 題 で も あ り ま す。  

い じ め から 一 人 で も 多 く の 生徒 を 救 う た め に は 、生 徒 を 取 り 囲 む 大 人一 人 一

人 が 、 「い じ め は 絶 対 に 許 さな い 」 「 い じ め は 卑怯 な 行 為 で あ る 」 「い じ め は

ど の 生 徒に も 、 ど の 学 校 で も、 起 こ り う る 」 と の意 識 を 持 ち 、 そ れ ぞれ の 役 割

と 責 任 を自 覚 し 、 社 会 総 が かり で い じ め の 問 題 に対 峙 し て い く こ と が重 要 で あ

る と 考 えま す 。  

 ２  いじめの防止に向けた取組（方針）                                  

い じ め は、 ど の 生 徒 に も 、 どの 学 校 で も 起 こ り うる こ と を 踏 ま え 、 より 根 本

的 な い じめ の 問 題 克 服 の た めに は 、 全 て の 生 徒 を対 象 と し た い じ め の未 然 防 止

の 観 点 が重 要 で あ る と 考 え 、以 下 の 取 組 を 推 進 しま す 。 （ ◇ は 芝 川 中学 校 区 ４

校 の 取 組）  

（１）いじめについての共通理解を図ります  

○  い じ め の 態 様や 特 質 、 原因 ・ 背 景 、 具 体 的 な指 導 上 の 留 意 点 な どに つ い て 、

校 内 研 修や 職 員 会 議 、 生 徒 指導 部 会 で 周 知 し 、 平素 か ら 全 教 職 員 の 共通 理 解

を 図 り ます 。 ま た 、 い じ め が発 生 し た 場 合 に は 確実 に 記 録 に 残 し 、 次年 度 へ

の 引 き 継ぎ を 行 い ま す 。  

 ◇ ス クー ル カ ウ ン セ ラ ー によ る 研 修  

 ◇ 職 員会 議 で の 情 報 交 換 ・ 研 修 (学校 に お け るい じ め 対 応 マ ニ ュ アル を 使 っ た

研 修 ) 

 ◇ い じ め の 認 知 件 数 が 増 え る こ と で 、 生 徒 間 の 「 何 が 不 快 感 に つ な が る の

か 。 」 と い う 認 識 の ず れ を 是 正 す る こ と が で き る と い う こ と を 共 通 理 解 し ま

す 。  

○  生 徒 に 対 し て全 校 集 会 や学 級 活 動 な ど で 、 校長 や 教 職 員 が 、 日 常的 に い じ め

の 問 題 につ い て 触 れ 、 「 い じめ は 人 間 と し て 絶 対に 許 さ れ な い 」 こ との 理 解

を 促 し ます 。  

 ◇ 全 校集 会 等 に お い て 、 いじ め 防 止 に つ い て の話 を し ま す 。 (相 手 が 不 快 に 感

じ れ ば い じ め と 認 知 す る と 伝 え ま す 。 )  

（２）いじめが起こりにくい集団をつくります  

○  教 職 員 は 生 徒理 解 を 深 め、 生 徒 と の 信 頼 関 係を 基 盤 と し て 、 い じめ が 起 こ り

に く い 集団 を つ く る よ う 努 めま す 。  

 ◇ 教 育相 談 の 確 実 な 実 施 （１ ・ ２ 学 期 に 教 育 相談 の 時 間 を 設 定 し ます 。 ）  

 ◇ 日 記に よ る 相 談 活 動  



 ◇ ス クー ル カ ウ ン セ ラ ー によ る 希 望 者 と の 面 談  

○ ス ク ール カ ウ ン セ ラ ー を 交え た エ ン カ ウ ン タ ーを 実 施 し 、 担 任 だ けで は 把 握 し

き れ な い生 徒 同 士 の 人 間 関 係に つ い て の 理 解 を 深め ま す 。  

○ 互 い の人 権 を 尊 重 す る 意 識を 育 て 、 生 徒 同 士 の望 ま し い 人 間 関 係 に根 ざ し た 温

か な 集 団づ く り に 努 め 、 い じめ の 発 生 を 防 ぐ よ う努 め ま す 。  

 ◇ 人 間関 係 づ く り プ ロ グ ラム の 継 続 実 施  

 ◇ 生 徒の 頑 張 り を 認 め る 便り の 発 行  

 ◇ 特 に配 慮 を 必 要 と す る 生徒 へ の 適 切 な 支 援  

 ◇ 学 級単 位 で 仲 間 同 士 の 「良 い と こ 見 つ け 」 の活 動 に 取 り 組 む 。 （毎 週 金 曜 日

の 帰 り の会 で 、 全 学 級 で 実 施）  

 ◇ 芝 友祭 を 通 し て の 仲 間 同士 の 認 め 合 い の 言 葉を 全 校 で 紹 介 、 共 有す る 。  

○  授 業 の 中 で の規 律 等 を 大切 に し 、 分 か る 授 業づ く り に 努 め ま す 。ま た 、 全 て

の 生 徒 が参 加 ・ 活 躍 で き る 授業 を 工 夫 す る よ う 努め ま す 。  

 ◇ 「 楽し く わ か る 、 で き るよ う に な る 授 業 」 を目 指 し た 授 業 研 修 の実 施  

 

（３）生徒自らがいじめについて考える場や機会を設定します  

○  意 図 的 ・ 計 画的 に い じ めに つ い て 考 え る 場 や機 会 を 設 定 し 、 生 徒自 ら が い じ

め を な くそ う と す る 態 度 を 育み ま す 。  

 ◇ 自 分た ち の 問 題 を 自 分 たち で 解 決 す る 話 し 合い 活 動 の 実 施  

○  特 別 の 教 科 「道 徳 」 の 時間 で は 、 い じ め に 関連 す る 一 つ 一 つ の 道徳 的 価 値 に

つ い て 、生 徒 が じ っ く り と 考え を 深 め ら れ る よ う指 導 し ま す 。  

 ◇ 考 え議 論 す る 特 別 の 教 科「 道 徳 」 を 推 進 し 、誰 も が 発 言 し や す い雰 囲 気 や 、

自 分 と 異な る 意 見 を 認 め 合 える 雰 囲 気 を 目 指 し ます 。  

 ◇ 重 点項 目 の 設 定 と 全 教 育活 動 を 通 し た 道 徳 教育 の 推 進  

○  学 級 活 動 、 生徒 会 活 動 など で は 、 日 常 生 活 との 関 連 づ け な が ら 、生 徒 が 主 体

的 に い じめ を な く す た め に 取り 組 む 活 動 の 充 実 を図 り ま す 。  

○  地 域 と の 関 わり 合 い を 大切 に し 、 思 い や る こと や 感 謝 す る こ と の実 体 験 を 通

し て 、 相手 の 立 場 や 気 持 ち を思 い や る 態 度 を 育 てま す 。  

 ◇ 地 域行 事 へ の 参 加 の 奨 励  

 ３  いじめへの対処に向けた取組                       

（１）早期発見  

○  日 頃 か ら 、 生徒 の 見 守 りや 信 頼 関 係 の 構 築 等に 努 め 、 生 徒 が 示 す小 さ な 変 化

や 危 険 信号 を 見 逃 さ な い よ うア ン テ ナ を 高 く 保 つと と も に 、 教 職 員 相互 が 積

極 的 に 生徒 の 情 報 交 換 を 行 い、 情 報 を 共 有 す る よう 努 め ま す 。  

 ◇ 欠 席し た 生 徒 へ の 電 話 連絡 ・ 家 庭 訪 問  

◇ 気 に なる 表 れ に つ い て の 報告 か ら 情 報 を 共 有 する 手 段 の 一 本 化  

○  た と え 小 さ な兆 候 で あ って も 、 い じ め の 可 能性 を 疑 い 、 早 い 段 階か ら 複 数 の

教 職 員 で的 確 に 関 わ り 、 い じめ を 積 極 的 に 認 知 する よ う 努 め ま す 。  

○  定 期 的 な ア ンケ ー ト 調 査や 教 育 相 談 の 実 施 等に よ り 、 い じ め を 訴え や す い 体

制 を 整 えま す 。  

 ◇ い じめ ア ン ケ ー ト の 実 施  

 ◇ 人 間関 係 づ く り プ ロ グ ラム と 効 果 測 定 の 実 施と 分 析  

 ◇ ス クー ル カ ウ ン セ ラ ー によ る 面 談  

○  保 健 室 や 相 談室 の 利 用 、電 話 相 談 窓 口 に つ いて 広 く 周 知 す る と とも に 、 生 徒



及 び そ の保 護 者 が 、 抵 抗 な くい じ め に 関 し て 相 談で き る 体 制 を 整 え ます 。  

 ◇ 養 護教 諭 に よ る 全 校 の 欠席 状 況 の 確 認 と 管 理職 へ の 報 告  

 ◇ 保 健室 来 訪 者 の 情 報 共 有  

 ◇ ス クー ル カ ウ ン セ ラ ー 来校 日 の 広 報 ・ 周 知  

（２）初期の対処  

○  い じ め の 兆 候を 発 見 し たり 、 い じ め の 通 報 を受 け た り し た 場 合 には 、 教 職 員

が 一 人 で抱 え 込 ま ず に 情 報 を共 有 し ま す 。 （ い じめ 対 策 委 員 会 の 開 催。 メ ン

バ ー は 、校 長 、 生 徒 指 導 主 事、 教 頭 、 教 務 主 任 、各 学 年 主 任 、 該 当 学年 部 、

養 護 教 諭。 ）  

 ◇ 気 にな る 生 徒 の あ ら わ れの 報 連 相 報 の 徹 底  

○  い じ め が 確 認さ れ た 場 合は 、 い じ め の 態 様 等に 即 し た 対 策 チ ー ムを 編 成 し 、

い じ め をや め さ せ 、 必 要 に 応じ て 専 門 家 の 協 力 を得 な が ら 、 再 発 を 防止 す る

措 置 を とり ま す 。  

○  被 害 生 徒 及 び、 い じ め を知 ら せ て き た 生 徒 の安 全 を 確 保 し ま す 。  

○  加 害 生 徒 に 対し て は 、 教育 的 配 慮 の 下 、 毅 然と し た 態 度 で 指 導 しま す 。 そ の

際 、 謝 罪や 責 任 を 形 式 的 に 問う こ と を 主 眼 に 置 くの で は な く 、 自 ら 過ち を 反

省 し 、 社会 性 の 向 上 等 、 人 格の 成 長 に 主 眼 を 置 いた 指 導 を 行 い ま す 。  

 ４  家庭・地域との連携 (芝川中学校区４校共通事項 )                         

○  保 護 者 懇 談 会・ 学 校 評 議員 会 の 開 催 、 学 校 ・学 年 便 り の 発 行 、 HP等 を 通 し 、

い じ め 防止 対 策 や 対 応 に つ いて 広 報 し ま す 。  

○  自 校 だ け で なく 、 芝 川 中学 校 区 ４ 校 の イ ン ター ネ ッ ト （ パ ソ コ ン・ 携 帯 ・ ス

マ ホ ・ ゲー ム 等 ） に よ る い じめ 問 題 に つ い て 、 保護 者 ・ 地 域 に も 広 く啓 発

し 、 家 庭・ 地 域 で の 目 配 り を依 頼 し ま す 。 ま た 、保 護 者 が イ ン タ ー ネッ ト

（ パ ソ コン ・ 携 帯 ・ ス マ ホ ・ゲ ー ム 等 ） に 関 す る問 題 に つ い て 、 理 解を 図 る

こ と が でき る 場 を 設 定 し ま す。  

 ◇ 情 報モ ラ ル 講 座 の 実 施  

 ◇ 生 徒指 導 便 り 等 に よ る ネッ ト の 使 い 方 の 注 意  

○  い じ め が 確 認さ れ た 場 合は 、 保 護 者 に 事 実 関係 を 伝 え 、 い じ め を受 け た 生 徒

と そ の 保護 者 に 対 す る 支 援 や、 い じ め を 行 っ た 生徒 の 保 護 者 に 対 す る助 言 を

行 い ま す。 ま た 、 事 実 確 認 によ り 判 明 し た い じ め事 案 に 関 す る 情 報 を適 切 に

提 供 し ます 。  

 ５  教育委員会や関係機関との連携                      

○  い じ め に よ り生 徒 の 生 命、 心 身 又 は 財 産 に 重大 な 被 害 が 生 じ た 疑い や 、 相 当

の 期 間 学校 を 欠 席 す る こ と を余 儀 な く さ れ て い る疑 い が あ る 場 合 は 、速 や か

に 教 育 委員 会 に 報 告 し 、 そ の後 の 調 査 の 仕 方 な ど対 応 を 相 談 し ま す 。  

○  い じ め の 内 容が 犯 罪 行 為と し て 取 り 扱 わ れ るべ き も の で あ る と 認め ら れ る と

き は 、 富士 宮 警 察 署 と 連 携 して 対 処 し ま す 。 ま た、 生 徒 の 生 命 、 心 身ま た は

財 産 に 重大 な 損 害 が 生 じ る 恐れ が あ る と き は 直 ちに 富 士 宮 警 察 署 に 通報 し 、

適 切 に 援助 を 求 め ま す 。  

○  小 学 校 で 確 認さ れ た い じめ の 記 録 を も と に 継続 し た 指 導 を 行 い ます 。  

 



 ６  年間の取組計画について                                                

※毎週金曜日の帰りの会にて「良いとこ見つけ」を行い、友だちの良いあら

われを共有する。  

月  
職
員  

生
徒  

保
地  

内容  
場面／
方法  

４  ○  ○  ○  基 本 方 針 策 定 ・ 確 認 、 ホ ー ム ペ ー ジ で 公 開  職 員 会 議  

  ○   人 間 関 係 づ く り プ ロ グ ラ ム Ⅰ  
学 級 活 動  

学 級 の 日  

 ○    民 生 委 員 、 児 童 委 員 な ど へ の 協 力 要 請  関 係 会 議  

５   ○   
学 年 行 事 に お け る 心 構 え の 確 認   

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー を 交 え た エ ン カ ウ ン タ ー の 実 施  
特 別 活 動  

６   ○   い じ め ア ン ケ ー ト 、 教 育 相 談 ア ン ケ ー ト の 実 施  学 級 活 動  

  ○   教 育 相 談 週 間 （ 二 者 面 談 ）  放 課 後 面

談  

  ○   人 間 関 係 づ く り プ ロ グ ラ ム Ⅱ  学 級 活 動  

7   ○   人 間 関 係 づ く り プ ロ グ ラ ム Ⅲ  学 級 活 動  

 ○  ○  ○  学 校 評 価  保 護 者 ・ 生 徒 ・ 職 員 ア ン ケ ー ト ・ 三 者 面 談  
調 査 ・ 面

談  

  ○  ○  情 報 モ ラ ル に つ い て の 啓 発  学 級 活 動  

 ○    学 校 評 価 ア ン ケ ー ト 集 計 ・ 分 析  職 員 会 議  

９  ○    １ 学 期 の 評 価 か ら 、 計 画 の 修 正  職 員 会 議  

  ○   学 校 行 事 （ 芝 友 祭 ） に あ た り 、 人 権 尊 重 の 話  学 級 活 動  

1 1   ○   い じ め ア ン ケ ー ト 、 教 育 相 談 ア ン ケ ー ト の 実 施  学 級 活 動  

  ○   教 育 相 談 週 間 （ 二 者 面 談 ）  放 課 後 面

談  

  ○   人 間 関 係 づ く り プ ロ グ ラ ム Ⅳ  学 級 の 日  

1 2   ○   情 報 モ ラ ル に つ い て の 啓 発  学 級 活 動  

 ○    学 校 評 価 ア ン ケ ー ト 集 計 ・ 分 析  職 員 会 議  

１  ○    ２ 学 期 の 評 価 か ら 、 計 画 の 修 正  職 員 会 議  

 ○   ○  学 校 評 価 結 果 報 告  
学 校 だ よ

り  

  ○  ○  い じ め 問 題 に 対 す る 認 識 と 方 針 の 説 明  
新 入 学 生  

説 明 会  

２  ○    い じ め 事 例 研 修 会 （ 生 徒 指 導 主 事 ）  
生 徒 指 導  

全 体 会  

 ○    い じ め 防 止 基 本 方 針 の 見 直 し  職 員 会 議  

  ○   い じ め ア ン ケ ー ト の 実 施 ・ 面 談  学 級 活 動  

 


